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地方独立行政法人青森県産業技術センター 

畜産研究所ニュース  
第８号 

 

  

当所では平成２９年２月２６日に「顕微授精技術」  

で県内初（国内で３例目）となる子牛の生産に成功し 

ました。今後は、この技術を生かし、本技術での一卵  

性双子生産にも取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年６月２日、割球分離法では２組目となる  

一卵性の雄双子が誕生しました。 

今回は受卵牛１頭への２卵移植だったため、  

双子の生時体重は２２ｋｇ、２０ｋｇと小さめ 

でした。現在は６１ｋｇ、６０ｋｇと順調に発 

育しています。 

血統は父「優福栄」×母の父「安平」と良血 

であり、今後体型等をみながら双子検定を行う  

か検討いたします。 

なお、８月末にも３組目の分娩が予定されており、双子検定の確立による種雄牛作

出期間の短縮に向けて着実に成果が出ています。 

 

 

 

  

研究成果トピックス ～顕微授精技術で子牛生産に成功～ 

 

（注）青森県産業技術センター公式 YouTube で顕微授精 

の動画配信中 

 

無事生まれた子牛（雌３４ｋｇ） 

５か月後の現在は体重１４０ｋｇで

順調に生育中 

２０１７.８.１０ 

極細のガラス管で精子を卵子に注入（注） 

 

追加情報 ２組目の一卵性雄双子が誕生！ 
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このたび長年の研究功労により小原孝博

総括研究管理員（中小家畜・シャモロック部

長事務取扱）が畜産研究功労者表彰を受賞し

ました。この表彰は全国５１カ所の畜産研究

機関で組織する全国畜産関係場所長会が行

うもので、毎年各地域から多数の候補者が推

薦される中、特に顕著な功労が認められた 

１２名のみが選ばれます。 

小原総括研究管理員は、本県が誇る特産地

鶏「青森シャモロック」や緑の玉子を生産す

る「あすなろ卵鶏」の育種改良、食味向上研

究への貢献に加え、平成２６年度から取り組んだ「特別飼育の青森シャモロック（プレ

ミアム青森シャモロック）」の開発が高く評価され、栄えある受賞に輝きました。 

 

 

 

 

 

 

区   分 名   号 出  品  者 

１区 若雄 15～２３か月 晴奥勝 畜産研究所 和牛改良技術部 

２区 若雌１４～１７か月 ちはる 三戸町 中井のり子氏 

３区 若雌１７～２０か月 くにみつはな 三戸町 大沢昭友氏 

４区 系統雌牛群 第３てるやす、第４かつえいこ

う、第７ふくみつ、ひらえいこう 

田子町 尾形欣典氏 

５区 繁殖雌牛群 もりやすしげ２、第２みなとか

つ、ひらみなと、ふくしげ２ 

田子町 森崎敏氏  

三戸町 湊舟廣氏、大平美智夫氏  

６区 高等登録群 第１さくら、くにさくら 

やえさくら 

田子町 高松隆一氏 

７区 

 

総合 

評価群 

 

 

種牛群 おくうえ、おくひらきく 

ちづる、おくまえはら 

三戸町 立花昇氏、久保有清氏、

中井のり子氏、立花栄作氏 

肉牛群 西奥、奥福鶴、奥秋 田子町 蹴揚忠義氏 

三戸町 立花昇氏 

８区 若雄後代検定牛群 清悠璃、清春、国広 

（父：広清） 

横浜町 太田岩男氏 

東通村 橋本勝春氏、菊池秋男氏 

９区 去勢肥育牛 花清平（父：平安平） 

茂  照（父：光 茂） 

十和田市 折田勝男氏 

五戸町  豊田 聡 氏 

 

全国和牛能力共進会宮城大会 全区で県代表が決定 
 

小原孝博総括研究管理員が畜産研究功労者表彰を受賞 
 

地方独立行政法人 青森県産業技術センター 畜産研究所 

本所 TEL０１７５－６４－２２３１ 和牛改良技術部 TEL０１７３－２６－３２０５ 

畜産の技術について何かありましたらお気軽にご相談して下さい。 

 

  

HP http://www.aomori-itc.or.jp 

Youtube 公式チャンネル http://www.youtube.com/user/aitcofficial 

９月７～１１日、仙台市で開催される宮城全共の県代表が決まりました。関係者全員で応援を！！ 

 

http://www.youtube.com/user/aitcofficial

